
元旦の大地震、2日の飛行機事故と大変な年明けでしたが、少しずつ春になりました。石川県の
被災された先生方には、お手紙とお見舞いをお送り致しました。会員の皆様からも、何かできる
ことをしたいと電話を頂いたり、患者さんからは、先生のお友達にペットシーツを届けたいと、
優しい問い合わせをいただきました。現地での受け入れ態勢が整い次第、適宜必要なものをお送
りするつもりです。
今回のニュースレターは、2023年10月総会時のアンドレ動物病院（栃木県）戸﨑先生のアイデ

ア集の内容を、出席できなかった会員のためにお届けいたします。貴重な情報をみんなで共有し
て、心・体・頭をリフレッシュする春にできたらと思います。
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2023年【SAMI総会＆ミニセミナー】開催されました(Ⅱ)

ウサギ・チンチラ・モルモット・デグーの
麻酔下臼歯切削における私の工夫

アンドレ動物病院 戸﨑和成

近年、犬・猫に続くペットとして、ウサギが人気で飼育頭数も増えて診察する機会も多く
なってきています。ウサギなどを診療されている先生方では常識でありますが、ウサギの他、
チンチラ・モルモット・デグーは切歯も臼歯も健康であれば伸び続ける歯（常生歯）を持って
います。彼らは繊維質の多いしっかりとすりつぶさなくてはならない草などを主食とし、長時
間咬耗することによって、歯の伸展と切削のバランスを元来とっています。

しかし、飼育下ではカロリーがすぐに摂れ、咬耗をあまり必要としないドライフードや柔ら
かい牧草が与えられ、咬耗不足により過長した歯棘や歯冠により舌や頬が傷つき食欲がなくな
る不正咬合（歯の過長症）という病態に陥る症例が多くみられるようになりました。治療は伸
びた歯棘や歯冠を切断したり、削って彼らを痛みから解放することです。

切断や切削方法として、いくつかのプランに分かれます。これらはそれぞれの利点・欠点、
獣医師の考え方、経験、症例の状態などで変わります。プランは下記のように分けられます。

① 無麻酔下で処置を行うのか？ 麻酔下で処置を行うのか？
② ニッパーやカッターを使うのか？カットせずにマイクロエンジンで切削するのか？

日本獣医エキゾチックペット動物学会のアンケートでもあるように、現状それらは各獣医師の
裁量で行われており、どれが絶対正しいという見解も出ておりません。

演者はウサギ、チンチラ、モルモット、デグーの臼歯過長の治療において、ほとんどの症例
において、「麻酔下にてマイクロエンジンにて切削する」という方法にこだわってまいりまし
た。特にチンチラ、モルモット、デグーの臼歯切削処置を行うようになってから、必要に駆ら
れていろいろ考えるようになりました。

そして、今まで試行錯誤を繰り返して、使い勝手のいい製品、見つけた使えるもの、自分が
作ったもの、使い方、シンメディコさんに製品化してもらった器具を使い、演者にとって満足
のいくメソッドが確立されてきました。
今回、その方法や使用器具などをご紹介させていただき、そこに至った試行錯誤などもお話さ

せていただきました。
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食肉衛生検査所で活躍する獣医師 大畑 克彦氏 （公務員獣医師編 Ｐａｒｔ２）
インタビュアー 動物医療発明研究会広報部長 獣医師伊藤隆

前回公務員分野で活躍されている獣医師として動物検疫所を紹介いたしましたが、今回は、消費者の方が安心して
安全なお肉が食べられるように、と畜場及び食鳥処理場において、動物の病気のプロである獣医師の資格を持った検
査員に焦点を当て、静岡県食肉衛生検査所所長 大畑 克彦先生を中心にインタビューを行いました。

Q:静岡県食肉衛生検査所の主な業務内容について
A. :事業として、と畜検査事業、食鳥検査事業、精密検査事業、衛生指導事業があり、特にと畜検査事業、食鳥検査事
業における具体的な業務は下記の３つです。
①病気（動物由来感染症を含む）にかかった家畜の肉の流通防止
獣医師である検査員が獣畜（牛、馬、豚、めん羊及び山羊）あるいは家きん（鶏、あひる、七面鳥等）の疾病の有無

について検査を行い、病気が発見された獣畜・家きんを排除します。
②と畜場・食鳥処理場における微生物制御
と畜処理、食鳥処理の工程において、STEC（志賀毒素産生性大腸菌）O157等微生物の汚染を防ぐための衛生管理

で、と畜場、食鳥処理場に対して衛生指導を行うとともに、HACCP＊の導入支援をしています。
③農薬・抗生物質等が残留した食肉の流通防止
家畜の病気予防や治療目的で使用される抗生物質、合成抗菌剤等の動物用医薬品、飼料に添加する飼料添加物、

飼料に含まれる農薬等が家畜の体内に残留基準を超えて残留していないかの検査を行い、これらが残留している食肉
の流通防止を行います。

*HACCP：Hazard Analysis and Critical Control Pointの頭文字をとったもので、食品の原料の受け入れから、製造・出荷までのすべての工程
において、発生するおそれのある危害要因を分析し、危害の発生を防止するための重要ポイントを継続的に監視・記録する衛生管理手法のこと。

次に食肉衛生検査所が所管すると畜場および食鳥処理場の概要について説明します。管轄区域は、政令指定都市
である静岡市と浜松市を除いた静岡県全域です。所轄のと畜場および大規模食鳥処理場（年間処理羽数30万羽以上）
は、下記の通りです。

Q：と畜、食鳥検査員が検査に要する時間について
A：牛で約10頭/時間、豚で約180頭/時間、鶏で約3,000羽/時間で検査を行っています。

Q：新任のと畜検査員が1人前になるまでの期間は？
A：約3か月です。現場にて内臓や肉の状態を多く見て覚え込む事が重要です。

Q：と場に搬入された動物が病気であるかどうか判断する上で参考となる参考書やバイブル的なものは？
A：「豚病診断カラーアトラス～同一症例に迫る臨床と病理～」（VENET）と「食肉・食鳥衛生検査マクロ病理学

カラーアトラス」（学窓社）を参考にしています（写真１，２）。

施設名 処理畜種 1日の平均処理数
（令和3年度）

開場日数
（令和3年度）

と畜場 牛
(※とくを含む）

23頭
235日

豚 573頭
大規模食鳥処理場 肉用鶏 19,513羽 261日

大規模食鳥処理場 採卵鶏 11,066羽 261日
※とく：生体重が120kg未満の牛のこと。

写真1 写真２
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Q:季節による処理数の変動はありますか？
A:クリスマスから正月にかけて処理数が増える傾向にあります（特に肉用鶏）。
Q:と畜場や食鳥処理場における全部廃棄と一部廃棄となる主な疾病は何ですか？
A:以下、図で説明します。この図は静岡県食肉衛生検査所の検査所通信Vol.1に掲載されているものです。

敗血症 豚丹毒 牛白血病 トキソプラズマ病

疣（いぼ）のできた心臓。 豚丹毒菌という菌に感染 リンパ球が異常に増えて トキソプラズマという小さな
体の中に細菌が入って、 して起こる病気。 体のあちこちのリンパ節 寄生虫に感染しておこる病気。
全身に色々な症状をおこす 熱が高くなり、皮膚が赤く が大きくなる病気。 肝臓などに小さな出血と星の
病気。心臓の内側にも感染し なり、菱形にもり上がる リンパ球は心臓などの ような白い点々ができるのが
疣のような菌塊をつくります。 ことがあります。 内臓にも侵入します。 特徴です。左が感染した豚の

内臓。右がトキソプラズマです。
一部廃棄（病気の部分だけ捨てます）

肺炎 寄生虫性肝炎 腹膜炎 肝膿瘍

菌やウイルスによって 豚回虫という寄生虫の成虫 内臓を包んでいる膜が 肝臓に菌が入り込み、
肺が炎症を起こした病気 が肝臓に入ると白い斑点が 炎症を起こした病気。 うんでしまった病気。

できます。上が感染した肝臓 普段はきれいな膜ですが 「うみ」という黄色い粘液
下が豚回虫。 ザラザラになり他の内臓 が出てきます。

とくっついてしまったりします。
Q：静岡県食肉衛生検査所のアピールポイントは？
A:アピールポイントは、と畜場および大規模食鳥処理場に対して、HACCPに基づく衛生管理に係る外部検証を国通知
の受理から他の自治体の食肉検査所よりも速やかに開始できたところです（令和２年６月から実施）。HACCPに基づく
衛生管理の精度の向上を図るため、と畜場及び食肉処理場に対して定期的に外部検証を実施しています。
項目は以下の３つとなります。
・衛生管理実施状況の確認（毎日）
・各施設の衛生管理責任者と同行して衛生管理実施状況の確認及び衛生管理記録類の確認（1回/月）
・外部検証結果を施設側に提言し助言・指導（適宜）

Q：食肉衛生検査所で現在の課題について衛所で現在問題となっている課題は何ありまか？
A：食肉衛生検査所で問題としている食中毒起因菌としては、STECとCampylobacterが挙げられます。STECは豚の浮
腫病の原因菌となります。
毒力の強い志賀毒素を産生する大腸菌の為、人においては抵抗力の弱い乳幼児や小児、高齢者が感染すると、腎
機能や神経学的障害などの後遺症を残す可能性のある溶血性尿毒症症候群（HUS）を併発するなど重症となる場合
もあります。食中毒が多発する初夏から初秋にかけて特に注意が必要ですが、気温の低い時期でも発生が見られる
ことから夏以外の季節も注意が必要です。

Campylobacterは、鶏・豚・牛の腸内に生息している細菌です。特に鶏肉での汚染が高いです。動物の腸内に生息し
ている細菌なので、と畜場において腸を切除しないようなど気をつけています。

全部廃棄（内臓・枝肉等すべて廃棄します）
 対象：全身性の病気や人に感染する病気
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また、と畜場の再編整備事業により、老朽化が進んでいる現在の施設に対して、海外への輸出条件に適合した施設と

なるよう新築又は増改築を行い、公設のと畜場として令和8年度に供用開始予定です。

Q:今後、食肉衛生検査所において、必要となる検査機器、検査器具、薬剤等についての要望事項は何かあ
りますか？
A.:と畜検査員が使用している検査刀は、各々検査員が所持しています（マイ箸ならぬマイナイフ）。繰り返し検査してい
ると検査刀の切れが悪くなるため、常に刃を研ぐ必要があり、管理維持に手間がかかります。可能ならば、刃のみ新品
に交換できる検査刀があれば大変便利です。

Q:食肉衛生検査所を希望する獣医大生に対するメッセージ、あるいは学生時代に実施すべきアドバイスは？
A:令和4年度新規採用職員の（令和４年３月卒業）久永技師（写真３）に下記コメントをいただきました。
（講義）
食肉衛生検査所を希望する獣医学生については、解剖学・病理学・食品衛生学・公衆衛生学・感染症学などを中心に
学んでおくことがおすすめです。また、解剖学を含め低学年で学習する科目を通じて、正常な臓器の所見を覚えておくと
良いと思います。
また、食品衛生学等で学習する「と畜場法」「食鳥処理の事業の規制及び食鳥検査に関する法律」および「食品衛生
法」などは国家試験で出る範囲を中心にきちんと学習しておくと良いです。

（実習）
新型コロナウイルス感染症の影響で受け入れるところが減っていると思いますが、外部の実習を活用して様々な職場
を見学し、獣医の先輩の話を聞くことが重要だと思います。
（特に大学が斡旋してくれるところはお薦めです）。

・VPcampという公衆衛生獣医師向けの実習があります。交通費およびホテル代などは自分で払わないといけません
が、是非1度行って頂けるといいと思います。
・産業動物系の実習（家畜保健衛生所）は中央畜産会が主催する実習がおすすめです。交通費や宿泊費は主催者側
の負担なので学生側の負担はかなり少ないです。
・大学主催で就職説明会があるところは、是非行って話を聞いてみて下さい。
実習の斡旋とか就職に関する話が聞けると思います。
（就職時の注意事項）
・就職活動については自治体によって試験日程や試験科目が異なるので事前に自治体のHPなどをみて調べておく
こと。地方公務員に関しては面接試験がメインになる ところが多いと思うので学生時代に頑張ったことの内容や意識
したことなどをきちんと相手に伝わるように内容を整理しておくと良いと思います。（例えばサークルの幹事だったりし
たら、イベントの企画内容およびサークルのメンバーに楽しんでもらうために意識した内容など）。

Q：大畑所長が静岡県の獣医職として経験された中で、印象深い出来事は何ですか？
A：印象深い出来事は大きく３つあります。

1つ目はLegionellaに関する業務です。出先の保健所在籍時、「循環式公衆浴場施設におけるLegionella集団感染事
件」に遭遇し、施設事業主、マスコミ、警察等の対応にあたり、最終的に当該浴場の衛生管理状態の改善を確認後、施
設の営業を再開させました。本事件後、環境衛生科学研究所（いわゆる衛生研究所）に異動となり、所内でLegionellaプ
ロジェクト研究が立ち上がった際、そのメンバーに加わって、「実験用循環式浴槽プラントによる実証実験」を行い、その
研究結果を国内外で発表いたしました（写真４）。その研究にあわせ、静岡県の県職員海外研修制度を活用し、米国に
おいてCDC、EPA、民間船舶会社などLegionellaに関連する機関・会社を訪問し、各担当者と意見交換しました。

2つ目は、細菌検査に関する業務です。
出先保健所在籍時、某乳飲料メーカーの製品によるStaphylococcus aureus集団食中毒事件が発生したのですが、そ
の際、食品衛生監視員の専門研修として、岩手大学農学部品川邦汎教授（当時）の研究室において、「生乳からの
Staphylococcus aureusの分離及びPCR法によるエンテロトキシン型別検査」「脱脂粉乳における経時的S.aureus の増
殖態度及びエンテロトキシン量（集団感染事例の再現試験）の推移」について検査及び実験を行いました。
また、食肉衛生検査所在籍時には厚生労働学研究事業へ協力し、「牛肝臓内における腸管出血性大腸菌の汚染実態
調査」を行いました。

3つ目は、動物愛護行政に係る業務です。動物管理指導センター（いわゆる動物愛護センター）在籍時に、殺処分せざ
るをえなかった犬・猫の薬物による安楽死の検証、また授乳を要する保護子犬や保護子猫の世話をし、個人的にその
子猫1匹を正式な手続きを経て譲り受け、現在飼育していることです。

写真３ 左から 久永技師、大畑所長、筆者、
寺井検査課長兼検査班長
静岡県食肉衛生検査所の事務所前にて撮影
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編集後記
今回、静岡県の食肉衛生検査所を取材した理由は、愛知と東京都の両都市圏に近い食肉衛生検査所であることと、

静岡県は2021年度の日本の移住先ランキング第一位になったことです。今後、獣医大の学生の方々にとって、就職先
として立地条件は重要な判断材料となりますので、この目で確かめようと思いました。、
インタビュー後、大畑所長より、静岡県職員用掲示板に「12月2日に動物医療発明研究会の訪問インタビューを受けま
した」との記事が掲載されたとのご連絡をいただきました（写真５）。食肉衛生検査所だけでなく静岡県庁の職員の方々
に、情報共有が図れられたのは大変喜ばしいことだと思いました。
食肉衛生検査所の取材後、車で近辺を散策したところ、静岡空港やグランピング施設に遭遇することができました。

静岡空港は、国内線６路線、国際線2路線が就航しており、国内は、鹿児島、熊本、福岡、新千歳に就航しているので、
静岡県の職員で採用された場合でも帰省時に便利ではないかと思いました。
グランピング施設は静岡県の中心部の島田市にあり、学校の跡地を再利用した施設です。形の異なる宿泊テントが
数種類あり、宿泊施設には何とドックラン施設も併設しているのには驚きでした（写真６，写真７）。

訪問時の2022年12月はクリスマスでの鶏肉の需要が高まり、食鳥処理場の検査が忙しい時期でしたが、大畑所長は
快く取材に応じていただきました事に、感謝申しあげたいと思います（伊藤隆）。

写真４ 静岡県環境衛生科学研究所の「レジオネラ・
プロジェクト研究の成果」がまとめられた冊子

写真５ 静岡県職員用全庁掲示版に動物医療発明
研究会の訪問インタビューを受けましたとの記事が
掲載されました。

写真６ 島田市のグランピング施設 写真７ グランピング施設内にある異なる宿泊用テント

動物医療発明研究会のホームページに登録をご希望の方は、hp@ispecial.co.jp㈱アイ・スペ

シャルまでお願いいたします。

SAMI NEWS No.67

発行日  2024年4月
発行所  動物医療発明研究会事務局
発行人  会長清水邦一
事務局  230-0061横浜市鶴見区佃野町3-3

清水動物病院内 清水宏子
TEL（045）583-3738  FAX（045）583-3594

「年会費」納入のお願い
楽しく活気のある会続けていきたいと思います。年会費：￥4,000（2024年4月～2025年3月分）

同封の振込用紙にて4月末までに郵便局へお願いいたします。
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